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町
民
へ
の
説
明
は
不
要
な
の
か
　

　
軽
井
沢
町
長
と
議
長
が
、
住
民

へ
の
説
明
や
議
会
で
の
審
議
が
な

い
ま
ま
、
県
議
選
の
選
挙
区
割
り

に
つ
い
て
変
更
を
要
望
し
て
い

る
。
昨
年
11
月
に
軽
井
沢
町
議
長
、

小
諸
市
議
長
、
御
代
田
町
議
長
は

連
名
で
、
現
在
の
「
佐
久
市
、
軽

井
沢
町
、
御
代
田
町
、
立
科
町
で

定
数
4
、
小
諸
市
で
定
数
1
」
か

ら
「
小
諸
市
、
軽
井
沢
町
、
御
代

田
町
で
定
数
2
」
へ
の
変
更
を
求

め
る
要
望
書
を
提
出
。
町
長
も
4

月
11
日
に
県
議
会
を
訪
れ
、
同
様

の
要
望
を
伝
え
る
予
定
だ
。
佐
久

市
と
立
科
町
か
ら
分
か
れ
て
、
小

諸
市
と
一
緒
に
な
る
と
い
う
考
え

だ
が
、
町
民
に
は
か
る
こ
と
な
く

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
議
会
の
意
思
決
定
は
本
来
、
本

会
議
で
の
採
決
で
決
ま
る
。
こ
の

議
題
に
つ
い
て
は
、
2
0
1
6
年

6
月
と
10
月
、
全
員
協
議
会
で
協

議
さ
れ
た
の
み
。
全
員
協
議
会
は

「
本
会
議
・
委
員
会
を
代
替
す
る

も
の
で
は
な
い
」（
メ
モ
①
参
照
）。

正
式
な
決
議
も
な
く
、
議
題
は
事

前
に
一
般
公
表
さ
れ
ず
、
許
可
な

く
傍
聴
も
で
き
な
い
。
対
外
的
に

議
会
と
し
て
意
思
表
明
す
る
に
は
、

本
会
議
で
可
決
さ
れ
た
意
見
書
を

提
出
す
る
の
が
一
般
的
だ
。
今
年

3
月
に
県
議
会
調
査
会
が
要
望
書

提
出
を
明
ら
か
に
し
、
新
聞
報
道

で
町
民
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

地
域
住
民
の
代
表
で
あ
る
県
議
を

選
ぶ
枠
組
み
が
、
住
民
不
在
の
ま

ま
変
更
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。

　
こ
の
問
題
は
10
年
前
に

佐久より小諸がいい？県議会選挙区割り

住民説明なく町長・議長が県へ変更要望

も
同
様
の
動
き
が
あ
っ
た
。

2
0
0
6
年
、
軽
井
沢
町
議
長
が

今
回
と
同
じ
小
諸
市
と
御
代
田
町

の
議
長
と
連
名
で
区
割
り
変
更
を

要
望
し
た
が
、
軽
井
沢
町
や
立
科

町
な
ど
の
町
民
ら
約
9
0
0
名
か

ら
反
対
の
署
名
が
集
ま
り
、
結
果
、

県
議
会
で
変
更
案
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
。

　
内
堀
次
雄
軽
井
沢
町
議
長
は

「
10
年
前
に
問
題
提
起
し
て
、当
時
、

様
々
な
意
見
を
聞
い
た
。
今
回
は

そ
の
続
き
な
の
で
、
全
員
協
議
会

で
議
員
全
員
の
意
思
を
確
認
し
て

要
望
書
を
提
出
し
た
。
軽
井
沢
か

ら
県
議
会
議
員
を
出
せ
る
土
壌
を

作
る
に
は
小
諸
市
・
御
代
田
町
と

二
人
区
が
良
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
今
回
の
変
更
要
望
に
つ
い
て
3

月
の
新
聞
報
道
で
知
っ
た
と
い
う

50
代
の
主
婦
は
「
町
民
に
は
何
も

知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。
小
諸
よ
り

佐
久
の
方
が
身
近
」。
ま
た
地
域

の
消
防
団
に
所
属
す
る
30
代
の
男

性
は
「
小
諸
市
の
人
口
が
多
い
の

で
、
軽
井
沢
の
声
が
届
き
に
く
い
。

御
代
田
町
と
一
緒
に
1
人
区
を
作

る
の
が
良
い
」
と
話
す
。
一
方
、

70
代
の
男
性
は
「
佐
久
よ
り
小
諸

と
の
歴
史
が
深
い
」
と
要
望
に
同

意
し
て
い
る
。

　
町
長
や
議
会
に
町
民
の
多
様
な

声
を
聞
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
伺
え

な
い
。
4
月
11
日
に
藤
巻
進
町
長

が
県
議
会
で
区
割
り
に
つ
い
て
同

様
の
変
更
要
望
活
動
を
行
う
が
、

3
月
31
日
の
取
材
で
は
「
町
民
に

向
け
た
事
前
説
明
は
予
定
し
て
い

な
い
」
と
答
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
広
川
美
愛
）

民
意
は
反
映
さ
れ
て
い
る
？

10
年
前
か
ら
続
く
議
論

・資料１　区割り変更要望該当市町人口

・資料 2　軽井沢と小諸市・佐久市との生活圏について
（H22 国勢調査）

小諸市

佐久市

軽井沢から
通勤

軽井沢から
通学

軽井沢から
商圏

3.8％ 12.7％

4.2％

3.2％

12.0％ 50.4％

軽井沢町

御代田町

42,842 人小諸市

20,250 人

15,150 人

＜お詫びと訂正＞

軽井沢新聞3月号で掲載したケビンさんの名前表記に誤りがありました。

正しくはケビン・マヤソンさんです。お詫びして訂正致します。

■ 公示価格、軽井沢町は発地が上昇

　3月21日に国土交通省が発表した2017年の公示価格では、

全国的に下落幅が縮小し、住宅地の上昇が目立った。長野

県内の調査対象 205 地点で最も上昇率の高かったのは軽井

沢町発地の 3.8％で、１㎡１万 3500 円。発地市庭のオープ

ンや飲食店の増加が影響していると思われる。別荘地の需

要も高く、旧軽井沢別荘地が 3％上昇で１㎡ 8 万 8400 円、

南原別荘地が 2.7％上昇で 5 万円だった。

■ 「木もれ陽の里」で健康増進　利用者 30 万人突破

　軽井沢町の保健福祉複合施設「木

もれ陽の里」健康増進部門の延べ

利用者が 3 月 31 日、30 万人を突

破した。記念セレモニーで、30 万

人目の来場者となった借宿の中島

幸代さんがくす玉を割り、記念品

として軽井沢彫のお盆を藤巻町長

から受け取った。中島さんは、2008 年から週 2 ～ 3 回のペ

ースで、トレーニングとリハビリに通っていると言い「先日、

板の間で転んだが軽いケガで済んだ。トレーニングのお陰だ

と思う。これからも利用したい」と話していた。

■ 優良運転者講習用の 50 ㌅テレビ　松屋が寄贈　

　ガス販売などの松屋が 3 月

13 日、軽井沢交通安全協会に

50 インチのテレビを寄贈し

た。昨年 12 月、運転免許更

新のため優良運手者講習を受

けに軽井沢署を訪れた同社の佐藤有一社長が、講習用の映像

を流すテレビ画面が小さいと感じ、寄贈を申し出た。これま

で使っていたテレビは 32 インチ。「重要な映像を流すので、

大きい画面の方が集中して見られると思った」と佐藤社長。

主
権
者
は
蚊
帳
の
外
か

メモ
①全員協議会とは…議会の運営に関し
て協議・調整を行う場。「議会の意思
決定はあくまで本会議・委員会におい
てなされる」もので「本会議・委員会
を代替するものではない」（標準町村
議会会議規則）。議題は一般に公表さ
れず、傍聴には議長の許可が必要。
② 2019 年の県議選に向け、長野県議
会では選挙区割りの見直しを進めて
いる。2013 年の公選法一部改正によ
り群市単位から市町村単位に、また
1つの「町村の区域人口が議員 1人
当たりの半数以上」で選挙区を一つ
作れるようになった。長野県議会議
員 1人あたりは約 36,000 人。県議会
調査会は一票の格差解消のため、1
選挙区の人口は約 23,000 人以上を目
途とする予定。

■ 東日本大震災から 6 年、追悼イベント開催

　東日本大震災の追悼イベント「軽井

沢町から届けよう！復興エール」（主

催：軽井沢町社協・実行委員会）が 3

月 11 日、軽井沢発地市庭で開かれた。

スクリーンに岩手県大槌町のライブ映

像を流し、地震発生の 2 時 46 分に合

わせ黙祷を捧げた。「3.11」の文字をキ

ャンドルの灯で表し、被災地へのメッ

セージを貼った 2 羽の大きな折り鶴を

空中に吊るした。ボランティアとして

参加した ISAK3 年の片岡陽さんは「外国人の生徒の中には、

東日本大震災のことを知らない人もいっぱいいる。彼らと一

緒に活動し、震災を知ってもらえたのは良かった」と話した。

1,620円（税込）～
ランチ
四季折々の味覚


